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■口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ
お取引のある販売会社へお問い合わせください。

■運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／海外／債券

設定日 2014年４月４日

信託期間 2014年４月４日～2024年４月８日（約10年）

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、ニュージーランド・

ドル建ての高格付けの公社債および短期金融商品に投資

を行うことにより、安定的な利息収益の確保と中長期的

な信託財産の成長を目指して運用を行います。

主要運用対象 短期ＮＺドル債オープン（資産成長型）

・短期ＮＺドル債マザーファンド受益証券を主要投資対

象とします。

短期ＮＺドル債マザーファンド

・ニュージーランド・ドル建ての高格付けの公社債およ

び短期金融商品を主要投資対象とします。

投資制限 短期ＮＺドル債オープン（資産成長型）

・株式への実質投資は行いません。

・外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けませ

ん。

短期ＮＺドル債マザーファンド

・株式への投資は行いません。

・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。

分配方針 毎年３月、９月の７日（休業日の場合は、翌営業日）の

決算日に、分配金額は経費控除後の利子・配当収益およ

び売買益（評価損益も含みます。）等の中から、基準価

額水準、市況動向等を勘案して、委託者が決定します。

ただし、分配対象額が少額の場合等には分配を行わない

ことがあります。

＊分配金自動再投資型の場合、分配金は税金を差し引い

た後自動的に無手数料で再投資されます。

運用報告書（全体版）

第13期
決算日　2020年９月７日

短期ＮＺドル債オープン
（資産成長型）

受益者の皆様へ

　毎々、格別のお引き立てにあずかり厚くお礼申
し上げます。
　さて「短期ＮＺドル債オープン（資産成長
型）」は、去る2020年９月７日に第13期の決算
を行いました。
　ここに、期中の運用状況をご報告申し上げます。
　今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申
し上げます。
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短期ＮＺドル債オープン（資産成長型）

最近５期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額
Bloomberg NZ Bond
Government 0-3 Year

（円換算） 公 社 債
組入比率

債券先物
組入比率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率

（参考指数） 期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
第９期（2018年９月７日） 9,138 0 △ 4.1 9,460 △ 4.1 96.9 － 42

第10期（2019年３月７日） 9,632 0 5.4 9,939 5.1 96.6 － 33

第11期（2019年９月９日） 8,998 0 △ 6.6 9,194 △ 7.5 91.4 － 30

第12期（2020年３月９日） 8,482 0 △ 5.7 8,692 △ 5.5 97.8 － 27

第13期（2020年９月７日） 9,536 0 12.4 9,662 11.2 96.9 － 29

Bloomberg NZ Bond Government 0-3 Year（円換算）とは、Bloomberg NZ Bond Government 0-3 Year（ニュージーランドドルベース）を委託者が円換算し、

設定日を10,000として指数化したものです。

＊先物組入比率は、買建比率－売建比率

＊当ファンドは親投資信託を組み入れますので、各組入比率は実質組入比率を記載しています。

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額

Bloomberg NZ Bond
Government 0-3 Year

（円換算）
公 社 債
組 入 比 率

債 券 先 物
組 入 比 率

騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期　首）2020年３月９日 8,482 － 8,692 － 97.8 －

３月末 8,483 0.0 8,739 0.5 87.7 －

４月末 8,660 2.1 8,838 1.7 83.8 －

５月末 8,872 4.6 8,990 3.4 92.4 －

６月末 9,179 8.2 9,317 7.2 93.3 －

７月末 9,295 9.6 9,435 8.5 90.4 －

８月末 9,467 11.6 9,599 10.4 96.0 －

（期　末）2020年９月７日 9,536 12.4 9,662 11.2 96.9 －

＊騰落率は期首比です。

＊先物組入比率は、買建比率－売建比率

＊当ファンドは親投資信託を組み入れますので、各組入比率は実質組入比率を記載しています。
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短期ＮＺドル債オープン（資産成長型）

運用経過

【基準価額等の推移】

＊当ファンドにはベンチマークはありません。

＊分配金再投資基準価額は、期首の基準価額を基準に算出しております。

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すもの

です。

＊分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、

各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

第13期首： 8,482円

第13期末： 9,536円（既払分配金　0円）

騰落率　：＋12.4％（分配金再投資ベース）

【基準価額の主な変動要因】
　当ファンドは、短期ＮＺドル債マザーファンドへの投資を通じて、ニュージーランド・ドル建ての高格付

けの公社債および短期金融商品へ投資を行いました。

（上昇要因）

　期初、新型コロナウイルス感染拡大の影響でNZドル円は下落して始まったものの、その後は新型コロナウ

イルスに対する過度な懸念が後退し、NZドル円も大幅に反発し、基準価額の上昇要因となりました。また、

RBNZ（ニュージーランド準備銀行）が強力な金融緩和を行ったことでNZ国債の利回りが低下（価格は上昇）

したことも基準価額の上昇要因となりました。
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短期ＮＺドル債オープン（資産成長型）

【投資環境】
　当期のNZ債券市場は、RBNZの強力な金融緩和を背景に大

幅に利回りが低下（価格は上昇）しました。また、NZドル

円は、新型コロナウイルスへの過度な懸念の後退から上昇

しました。

　期初の3月には、新型コロナウイルスの感染者が世界的

に急増し、各国が都市封鎖や外出制限などの対策を行った

ことで、景気減速懸念が高まりました。質への逃避の動き

から現金需要が急激に高まり、NZ国債は一時大幅に利回り

が上昇（価格は低下）する場面もありました。その後、3

月末にかけてはRBNZが利下げおよび量的緩和の導入を決定

したことで債券市場は落ち着きを取り戻し、その後もRBNZ

がハト派的な姿勢を継続したことで低下基調をたどりまし

た。

　NZドル円相場についても、3月の質への逃避の動きでは

一時的に大幅に下落したものの、その後は各国の財政政策

や中央銀行の強力な金融緩和、感染者数のピークアウトな

どを背景にリスク志向が回復し、期首対比で大幅に上昇し

て期末を迎えました。
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短期ＮＺドル債オープン（資産成長型）

【ポートフォリオ】
■短期ＮＺドル債オープン（資産成長型）

　主要投資対象である短期ＮＺドル債マザーファンドを期を通じて高位に組み入れ、期末の実質的な公社債

組入比率は96.9％としました。

■短期ＮＺドル債マザーファンド

　当期の騰落率は、＋13.1％となりました。

　当期は、新型コロナウイルス感染拡大を背景にRBNZがハ

ト派的な姿勢を維持したことを受け、期を通じてデュレー

ション＊を長めでコントロールしました。

　期の前半は、RBNZが利下げに加え量的緩和を導入するな

ど強力な緩和策を決定するなか、期首時点で長めとしてい

たデュレーションを維持しました。その後、3月に急落し

た株式市場が反発するなど金融市場が正常化に向かうなか、

期中にデュレーションを小幅に引き下げた場面もあったも

のの、RBNZがハト派的な姿勢を維持していることを背景に、

その後もデュレーションは長めの水準で維持しました。

＊デュレーションとは、「投資元本の平均的な回収期間」を表す指標で、単位は「年」で表示されます。また、「金利の変動に対する債券価格の変動性」

の指標としても利用され、一般的にこの値が長い（大きい）ほど、金利の変動に対する債券価格の変動が大きくなります。

ＡＡＡ
72.7％

ＡＡ＋
24.3％

キャッシュ等
3.0％

格付別資産構成 （2020年９月７日現在）

＊純資産総額に対する評価額の割合

＊グラフの格付表記はＳ＆Ｐの格付記号で表示しています。
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短期ＮＺドル債オープン（資産成長型）

【ベンチマークとの差異】
　当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。以下のグラフは、当ファンドの基準価

額と参考指数の騰落率の対比です。

【分配金】
　分配金につきましては、分配可能額、基準価額水準等を勘案し、見送りとさせて頂きました。

　なお、留保益につきましては、運用の基本方針に基づき運用を行います。

■分配原資の内訳

（１万口当り・税引前）

項目

第13期

2020年３月10日
～2020年９月７日

当期分配金 (円) 0

（対基準価額比率） (％) 0.00

当期の収益 (円) －

当期の収益以外 (円) －

翌期繰越分配対象額 (円) 2,008

※当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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短期ＮＺドル債オープン（資産成長型）

今後の運用方針

■短期ＮＺドル債オープン（資産成長型）

　引き続き、運用の基本方針に従い、マザーファンドへの投資を通じてニュージーランド・ドル建ての高格

付けの公社債および短期金融商品に投資を行うことにより、安定的な利息収益の確保と中長期的な信託財産

の成長を目指して運用を行います。

■短期ＮＺドル債マザーファンド

　足元では、グローバルに新型コロナウイルスへの過度な懸念が後退し、経済指標も底堅く、株式市場など

リスク性資産市場も回復を見せています。一方、感染が再び拡大する可能性など、先行きには不透明感が強

く、RBNZもマイナス金利を検討するなど、各国の中央銀行はハト派的な姿勢を維持しています。

　不透明感の払拭には時間を要すると見られ、RBNZのハト派姿勢も長期化する可能性が高いことから、今後

も当面は債券のデュレーションを長めの水準でコントロールすることを基本とし、感染状況、経済指標等を

見極めつつ機動的に対応する方針です。資産配分については、国債、地方債、国際機関債、政府機関債で構

成されたポートフォリオを維持する方針です。

１万口当りの費用明細

項　目

当　期

項目の概要2020年３月10日～2020年９月７日

金額 比率

信託報酬 55円 0.617％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

期中の平均基準価額は8,993円です。

（投信会社） (27) (0.301) ファンドの運用等の対価

（販売会社） (27) (0.300) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理等の対価

（受託会社） ( 1) (0.016) 運用財産の管理、委託会社からの指図の実行の対価

その他費用 17 0.185 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（保管費用） (16) (0.178) 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） ( 0) (0.005) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（その他） ( 0) (0.002) 信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等

合計 72 0.802

＊「比率」欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む。）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託受益証券が支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

＊各項目ごとに円未満は四捨五入しています。
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短期ＮＺドル債オープン（資産成長型）

参考情報　総経費率（年率換算）

＊各費用は、前掲「１万口当りの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税

を含みません。

＊各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。

＊上記の前提条件で算出しているため、「１万口当りの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合があります。なお、これらの値はあくまでも参考であり、

実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引

税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当り）を乗じた数で除した総経費率

（年率換算）は1.61％です。

運用管理費用（投信会社）

0.60％

運用管理費用（販売会社）

0.60％

運用管理費用（受託会社）

0.03％

その他費用

0.37％

総経費率

1.61％

親投資信託受益証券の設定、解約状況 （2020年３月10日から2020年９月７日まで）

設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
短 期 Ｎ Ｚ ド ル 債 マ ザ ー フ ァ ン ド 210 203 2,220 2,185
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短期ＮＺドル債オープン（資産成長型）

組入資産の明細 2020年９月７日現在

■親投資信託残高

期首（前期末） 当 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
短 期 Ｎ Ｚ ド ル 債 マ ザ ー フ ァ ン ド 30,077 28,066 29,127

＊短期ＮＺドル債マザーファンド全体の受益権口数は、238,326千口です。

投資信託財産の構成 2020年９月７日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
短 期 Ｎ Ｚ ド ル 債 マ ザ ー フ ァ ン ド 29,127 97.6

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 706 2.4

投 資 信 託 財 産 総 額 29,834 100.0

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。

１ニュージーランド・ドル＝71.39円

＊短期ＮＺドル債マザーファンド

当期末における外貨建資産（242,397千円）の投資信託財産総額（249,182千円）に対する比率　97.3％

利害関係人との取引状況等 （2020年３月10日から2020年９月７日まで）

■利害関係人との取引状況

＜短期ＮＺドル債オープン（資産成長型）＞

　当期における利害関係人との取引はありません。

＜短期ＮＺドル債マザーファンド＞

区 分

当 期

買 付 額 等
Ａ

売 付 額 等
Ｃ

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ
うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為 替 1,976 104 5.3 2,007 104 5.2

＊平均保有割合11.2％

＊平均保有割合とは親投資信託残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関係人とは、
株式会社三井住友銀行です。
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短期ＮＺドル債オープン（資産成長型）

資産、負債、元本及び基準価額の状況

（2020年９月７日）現在

項 目 当 期 末

(A) 資 産 29,834,313円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 50,000

短期ＮＺドル債マザーファンド(評価額) 29,127,445

未 収 入 金 656,868

(B) 負 債 661,596

未 払 解 約 金 484,599

未 払 信 託 報 酬 175,546

そ の 他 未 払 費 用 1,451

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 29,172,717

元 本 30,593,466

次 期 繰 越 損 益 金 △ 1,420,749

(D) 受 益 権 総 口 数 30,593,466口

１ 万 口 当 り 基 準 価 額(Ｃ／Ｄ) 9,536円

＊元本状況

期首元本額 32,313,039円

期中追加設定元本額 226,820円

期中一部解約元本額 1,946,393円

＊元本の欠損 1,420,749円

損益の状況

自2020年３月10日
至2020年９月７日

項 目 当 期

(A) 有 価 証 券 売 買 損 益 3,389,369円

売 買 益 3,514,706

売 買 損 △　125,337

(B) 信 託 報 酬 等 △　176,997

(C) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ) 3,212,372

(D) 前 期 繰 越 損 益 金 △3,666,267

(E) 追 加 信 託 差 損 益 金 △　966,854

（配 当 等 相 当 額） (　1,593,917)

（売 買 損 益 相 当 額） (△2,560,771)

(F) 　 計 　(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △1,420,749

次 期 繰 越 損 益 金(Ｆ) △1,420,749

追 加 信 託 差 損 益 金 △　966,854

（配 当 等 相 当 額） (　1,594,252)

（売 買 損 益 相 当 額） (△2,561,106)

分 配 準 備 積 立 金 4,551,623

繰 越 損 益 金 △5,005,518

＊有価証券売買損益には、期末の評価換えによるものを含みます。

＊信託報酬等には、消費税等相当額を含めて表示しております。

＊追加信託差損益金とは、追加信託金と元本の差額をいい、元本を下回る

額は損失として、上回る額は利益として処理されます。

＜分配金の計算過程＞

　信託約款に基づき計算した収益分配可能額及び収益分配金の計算過程は

以下のとおりです。

(A) 配 当 等 収 益（費用控除後） 401,258円

(B) 有 価 証 券 売 買 等 損 益
（費 用 控 除 後 、 繰 越 欠 損 金 補 填 後）

0

(C) 収 益 調 整 金 1,594,252

(D) 分 配 準 備 積 立 金 4,150,365

分 配 可 能 額（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 6,145,875

（１ 万 口 当 り 分 配 可 能 額） ( 2,008.88)

収 益 分 配 金 0

（１ 万 口 当 り 収 益 分 配 金） (　　　　0)

※各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しております。

お知らせ

　該当事項はございません。
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短期ＮＺドル債マザーファンド

運用報告書

決算日：2020年９月７日

（第13期：2020年３月10日～2020年９月７日）

　当ファンドは、上記の通り決算を行いました。ここに、期中の運用状況をご報告申し上

げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 親投資信託

信託期間 無期限

運用方針 主にニュージーランド・ドル建ての高格付けの公社債および短期金融商品に投資

することにより、利息収益の確保と中長期的な信託財産の成長を目指します。

主要運用対象 ニュージーランド・ドル建ての高格付けの公社債および短期金融商品を主要投資

対象とします。

投資制限 ・株式への投資は行いません。

・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。

CC_20692158_05_ost三住DS_短期NZドル債O（資産成長型）_短期NZドル債MF（表紙）.indd   10 2020/10/27   17:23:54
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短期ＮＺドル債マザーファンド

最近５期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額
Bloomberg NZ Bond
Government 0-3 Year

（円換算） 公 社 債
組入比率

債券先物
組入比率

純 資 産
総 額

期 中
騰 落 率

(参考指数) 期 中
騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％ 百万円
第９期（2018年９月７日） 9,695 △ 3.5 9,460 △ 4.1 96.2 － 389

第10期（2019年３月７日） 10,289 6.1 9,939 5.1 95.9 － 329

第11期（2019年９月９日） 9,675 △ 6.0 9,194 △ 7.5 90.8 － 291

第12期（2020年３月９日） 9,175 △ 5.2 8,692 △ 5.5 97.1 － 247

第13期（2020年９月７日） 10,378 13.1 9,662 11.2 97.0 － 247

Bloomberg NZ Bond Government 0-3 Year（円換算）とは、Bloomberg NZ Bond Government 0-3 Year（ニュージーランドドルベース）を委託者が円換算し、

設定日を10,000として指数化したものです。

＊先物組入比率は、買建比率－売建比率

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額

Bloomberg NZ Bond
Government 0-3 Year

（円換算）
公 社 債
組入比率

債券先物
組入比率

騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期　首）2020年３月９日 9,175 － 8,692 － 97.1 －

３月末 9,183 0.1 8,739 0.5 87.6 －

４月末 9,383 2.3 8,838 1.7 83.7 －

５月末 9,623 4.9 8,990 3.4 92.1 －

６月末 9,967 8.6 9,317 7.2 93.0 －

７月末 10,103 10.1 9,435 8.5 90.0 －

８月末 10,300 12.3 9,599 10.4 95.6 －

（期　末）2020年９月７日 10,378 13.1 9,662 11.2 97.0 －

＊騰落率は期首比です。

＊先物組入比率は、買建比率－売建比率

CC_20692158_06_ost三住DS_短期NZドル債O（資産成長型）_短期NZドル債MF（運用実績）.indd   11 2020/10/27   17:23:55
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短期ＮＺドル債マザーファンド

運用経過

【基準価額等の推移】
期　首： 9,175円

期　末：10,378円

騰落率：＋13.1％

【基準価額の主な変動要因】
（上昇要因）

　期初、新型コロナウイルス感染拡大の影響でNZドル円

は下落して始まったものの、その後は新型コロナウイル

スに対する過度な懸念が後退し、NZドル円も大幅に反発

し、基準価額の上昇要因となりました。また、RBNZ

（ニュージーランド準備銀行）が強力な金融緩和を行っ

たことでNZ国債の利回りが低下（価格は上昇）したこと

も基準価額の上昇要因となりました。

(円)

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

2020.3.9 2020.5.9 2020.7.9 2020.9.7

基準価額の推移
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短期ＮＺドル債マザーファンド

【投資環境】
　当期のNZ債券市場は、RBNZの強力な金融緩和を背景に大
幅に利回りが低下（価格は上昇）しました。また、NZドル
円は、新型コロナウイルスへの過度な懸念の後退から上昇
しました。
　期初の3月には、新型コロナウイルスの感染者が世界的
に急増し、各国が都市封鎖や外出制限などの対策を行った
ことで景気減速懸念が高まりました。質への逃避の動きか
ら現金需要が急激に高まり、NZ国債は一時大幅に利回りが
上昇（価格は低下）する場面もありました。その後、3月
末にかけてはRBNZが利下げおよび量的緩和の導入を決定し
たことで債券市場は落ち着きを取り戻し、その後もRBNZが
ハト派的な姿勢を継続したことで低下基調をたどりました。
　NZドル円相場についても、3月の質への逃避の動きでは
一時的に大幅に下落したものの、その後は各国の財政政策
や中央銀行の強力な金融緩和、感染者数のピークアウトな
どを背景にリスク志向が回復し、期首対比で大幅に上昇し
て期末を迎えました。

【ポートフォリオ】
　当期の騰落率は、＋13.1％となりました。
　当期は、新型コロナウイルス感染拡大を背景にRBNZがハ
ト派的な姿勢を維持したことを受け、期を通じてデュレー
ション＊を長めでコントロールしました。
　期の前半は、RBNZが利下げに加え量的緩和を導入するな
ど強力な緩和策を決定するなか、期首時点で長めとしてい
たデュレーションを維持しました。その後、3月に急落し
た株式市場が反発するなど金融市場が正常化に向かうなか、
期中にデュレーションを小幅に引き下げた場面もあったも
のの、RBNZがハト派的な姿勢を維持していることを背景に、
その後もデュレーションは長めの水準で維持しました。

＊デュレーションとは、「投資元本の平均的な回収期間」を表す指標で、単位は
「年」で表示されます。また、「金利の変動に対する債券価格の変動性」の指標
としても利用され、一般的にこの値が長い（大きい）ほど、金利の変動に対する
債券価格の変動が大きくなります。

3,420

3,440

3,460

3,480

2020.3.9 2020.5.9 2020.7.9

(ポイント)

2020.9.7

Bloomberg NZ Bond Government 0-3 Yearの推移

ＡＡＡ
72.7％

ＡＡ＋
24.3％

キャッシュ等
3.0％

格付別資産構成 （2020年９月７日現在）

＊純資産総額に対する評価額の割合

＊グラフの格付表記はＳ＆Ｐの格付記号で表示しています。

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

2020.3.9 2020.5.9 2020.7.9

(円)

2020.9.7

為替レート（ニュージーランドドル／円）の推移
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短期ＮＺドル債マザーファンド

【ベンチマークとの差異】
　当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。

　基準価額の騰落率は、参考指数であるBloomberg NZ Bond Government 0-3 Year（円換算）の騰落率＋11.2％

を1.9％上回りました。

今後の運用方針

　足元では、グローバルに新型コロナウイルスへの過度な懸念が後退し、経済指標も底堅く、株式市場など

リスク性資産市場も回復を見せています。一方、感染が再び拡大する可能性など、先行きには不透明感が強

く、RBNZもマイナス金利を検討するなど、各国の中央銀行はハト派的な姿勢を維持しています。

　不透明感の払拭には時間を要すると見られ、RBNZのハト派姿勢も長期化する可能性が高いことから、今後

も当面は債券のデュレーションを長めの水準でコントロールすることを基本とし、感染状況、経済指標等を

見極めつつ機動的に対応する方針です。資産配分については、国債、地方債、国際機関債、政府機関債で構

成されたポートフォリオを維持する方針です。

１万口当りの費用明細

項　目

当　期

項目の概要2020年３月10日～2020年９月７日

金額 比率

その他費用 18円 0.180％ その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（保管費用） (17) (0.177) 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（その他） ( 0) (0.002) 信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等

合計 18 0.180

期中の平均基準価額は9,760円です。

＊「比率」欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む。）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊円未満は四捨五入しています。
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短期ＮＺドル債マザーファンド

主要な売買銘柄 （2020年３月10日から2020年９月７日まで）

■公社債

当 期

買 付 売 付

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円

INT BK RECON & DEVELOP 2.5 01/24/24 35,537 NZ LOCAL GOVT FUND AGENC 1.5 04/20/29 34,497

NZ LOCAL GOVT FUND AGENC 1.5 04/15/26 32,774 NZ LOCAL GOVT FUND AGENC 5.5 04/15/23 14,852

NEW ZEALAND GOVERNMENT 6 05/15/21 20,828 KOMMUNALBANKEN AS 5.125 05/14/21 13,552

NEW ZEALAND GOVERNMENT 1.5 05/15/31 10,104

NEW ZEALAND GOVERNMENT 3 04/15/20 9,730

＊金額は受渡し代金（経過利子分は含まれていません。）

利害関係人との取引状況等 （2020年３月10日から2020年９月７日まで）

■利害関係人との取引状況

区 分

当 期

買 付 額 等
Ａ

売 付 額 等
Ｃ

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ
うち利害関係人
との取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為 替 1,976 104 5.3 2,007 104 5.2

売買及び取引の状況 （2020年３月10日から2020年９月７日まで）

■公社債

買 付 額 売 付 額

外

国

ニュージーランド

千ニュージーランド・ドル 千ニュージーランド・ドル
国 債 証 券 318 304

地 方 債 証 券
501 736

(500)

特 殊 債 券 533 209

＊金額は受渡し代金（経過利子分は含まれていません。）

＊（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれていません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関係人とは、
株式会社三井住友銀行です。
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短期ＮＺドル債マザーファンド

Ｂ　個別銘柄開示

　外国（外貨建）公社債

銘 柄

当 期 末

種 類 利 率 額 面 金 額
評 価 額

償 還 年 月 日
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額

（ニュージーランド・ドル･･･ニュージーランド） ％ 千ニュージーランド・ドル 千ニュージーランド・ドル 千円
NEW ZEALAND GOVERNMENT 国債証券 6.0000 400 415 29,690 2021/05/15

NZ LOCAL GOVT FUND AGENC 地方債証券 6.0000 200 207 14,833 2021/05/15

NZ LOCAL GOVT FUND AGENC 地方債証券 1.5000 500 528 37,709 2026/04/15

NZ LOCAL GOVT FUND AGENC 地方債証券 1.5000 100 105 7,506 2029/04/20

NORDIC INVESTMENT BANK 特殊債券 3.1250 300 304 21,733 2021/03/18

KOMMUNALBANKEN AS 特殊債券 5.1250 500 516 36,861 2021/05/14

INT BK RECON & DEVELOP 特殊債券 3.5000 500 505 36,114 2021/01/22

INT BK RECON & DEVELOP 特殊債券 2.5000 500 537 38,353 2024/01/24

HOUSING NEW ZEALAND LTD 特殊債券 3.4200 200 240 17,170 2028/10/18

合　　計 － － 3,200 3,361 239,974 －

＊邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。

投資信託財産の構成 2020年９月７日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 239,974 96.3

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 9,207 3.7

投 資 信 託 財 産 総 額 249,182 100.0

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。

１ニュージーランド・ドル＝71.39円

＊当期末における外貨建資産（242,397千円）の投資信託財産総額（249,182千円）に対する比率　97.3％

組入資産の明細 2020年９月７日現在

■公社債

Ａ　債券種類別開示

　外国（外貨建）公社債

区 分

当 期 末

額 面 金 額
評 価 額

組入比率
う ち
ＢＢ格以下
組 入 比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

千ニュージーランド・ドル 千ニュージーランド・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
ニュージーランド 3,200 3,361 239,974 97.0 － 25.2 15.5 56.3

合 計 － － 239,974 97.0 － 25.2 15.5 56.3

＊組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合

＊邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
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※各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しております。

資産、負債、元本及び基準価額の状況

（2020年９月７日）現在

項 目 当 期 末

(A) 資 産 262,083,943円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 6,775,198

公 社 債(評価額) 239,974,700

未 収 入 金 12,911,116

未 収 利 息 2,422,929

(B) 負 債 14,746,151

未 払 金 12,941,453

未 払 解 約 金 1,804,698

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 247,337,792

元 本 238,326,614

次 期 繰 越 損 益 金 9,011,178

(D) 受 益 権 総 口 数 238,326,614口

１ 万 口 当 り 基 準 価 額(Ｃ／Ｄ) 10,378円

＊元本状況

期首元本額 270,005,503円

期中追加設定元本額 10,128,962円

期中一部解約元本額 41,807,851円

＊元本の内訳

短期ＮＺドル債オープン（毎月分配型） 210,260,083円

短期ＮＺドル債オープン（資産成長型） 28,066,531円

損益の状況

自2020年３月10日
至2020年９月７日

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 3,930,254円

受 取 利 息 3,937,024

支 払 利 息 △　　 6,770

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 28,121,689

売 買 益 37,166,414

売 買 損 △ 9,044,725

(C) そ の 他 費 用 △　 459,239

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 31,592,704

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △22,270,068

(F) 解 約 差 損 益 金 26,008

(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 △　 337,466

(H) 　 計 　(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 9,011,178

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 9,011,178

＊有価証券売買損益には、期末の評価換えによるものを含みます。

＊解約差損益金とは、一部解約時の解約金額と元本の差額をいい、元本を

下回る額は利益として、上回る額は損失として処理されます。

＊追加信託差損益金とは、追加信託金と元本の差額をいい、元本を下回る

額は損失として、上回る額は利益として処理されます。

お知らせ

　該当事項はございません。
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